西病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・頓服薬を使用したときは、IFオーダー画面のからの実施の処理を忘れずに行ってください。数件の漏れがあります。

・診察介助についた看護師は、処方の変更や特記事項がなければ全員分の診察時の看護記録を改めて書く必要はありません。安ヶ平先生の診察は、今まで同様に診療録の代行入力をしてください。
・入院形態が変更された患者様の電子カルテ上の処理が未実施だった件がありました。患者様の入院形態変更の際の手順を再確認し漏れなく処理を行いましょう。
・皮膚科処方箋のハンコは不要となりました。電子カルテ上で実施をするようにしてください。
＜患者様連絡事項＞
・酒田　朋紀様～臨時薬が同内容で5日分処方されました。
・戸賀沢　潔様～皮膚科よりタベジール・プレドニゾロン5日分、デルモゾール軟膏処方されました。
<要注目患者様ケース検討>
・夏坂　浩美様～本日深夜帯で37度台の発熱あり、日勤帯で39度台まで上昇しています。

　　　　　　　　症状の観察を継続しましょう。

・松谷　さと子様～本日朝食時にT・U様へ残食の載ったお膳を故意に後ろからかけるとい
　　　　　　　　　う行為がありました。妄想言動あり興奮した状態で一方的に話をし、スタッフの話も聞き入れない状態です。必要時は頓服薬を使用し、他害がないよう注意して観察をしていきましょう。また下痢が続いているとの訴えもあるため症状の観察をしていきましょう。
＜馬渡Ｄｒ.診察情報＞
・西川　和恵様～状態は変わりなく、同内容で臨時処方継続されています。
・阿部　文香様～昨日、一昨日と他患者様と口論になった事を報告しています。今日は苛々していないが傾眠であると話しています。同内容で臨時処方が継続されています。
・戸賀沢　潔様～昨日飲水料が200ml過剰となった事を報告し、本人へ水中毒の危険性や飲水制限の必要性、他人から貰って飲んだりしないように説明されています。血液検査のデータをしっかりコントロールをしていくため、飲水料は2L/日と患者様へ伝えるよう指示がありましたが、実際は500ml程度までの過剰摂取は許容量とするとのことです。また、今後こまめに採血をしていきますが、そのことは本人へは伝えずに行っていきます。同内容で定期処方継続されています。
<食事サービス委員会より>
病棟から

・下膳場のマットがめくれていたり濡れていたりして転倒の危険があります。
・魚メニュー、小鉢のいんげん、アスパラが不人気メニューのようです。
・食事の量にムラがあるように見えます。　

・テーブル同士が狭い場所があるため、配置を工夫して欲しいです。

以上の意見が出ました。
